
バ
イ
オ
マ
ス
活
用
推
進
基
本
法
案
に
対
す
る
附
帯
決
議

バ
イ
オ
マ
ス
の
活
用
は
、
農
山
漁
村
の
活
性
化
、
地
球
温
暖
化
防
止
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
源
の
多
様
化
等
の
観
点
か
ら
重
要

性
を
増
し
て
い
る
が
、
そ
の
一
層
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、
施
策
の
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
実
施
が
不
可
欠
で
あ
る
。

よ
っ
て
政
府
は
、
「
バ
イ
オ
マ
ス
活
用
推
進
基
本
法
」
の
施
行
に
当
た
り
、
次
の
事
項
の
実
現
に
万
全
を
期
す
べ
き
で
あ
る
。

一

バ
イ
オ
マ
ス
活
用
推
進
基
本
計
画
を
策
定
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
政
治
主
導
の
下
、
バ
イ
オ
マ
ス
活
用
推
進
会
議
に
お
い

て
関
係
行
政
機
関
相
互
の
調
整
を
十
分
に
図
り
、
閣
議
に
お
い
て
決
定
を
行
う
こ
と
等
に
よ
り
、
国
が
達
成
す
べ
き
目
標
の

設
定
等
の
一
体
性
及
び
整
合
性
を
確
保
す
る
こ
と
。

二

第
二
十
条
第
五
項
に
基
づ
き
政
府
が
バ
イ
オ
マ
ス
活
用
推
進
基
本
計
画
に
検
討
を
加
え
、
変
更
す
る
に
当
た
り
、
バ
イ
オ

マ
ス
の
活
用
に
関
す
る
技
術
の
進
歩
そ
の
他
の
バ
イ
オ
マ
ス
に
関
す
る
状
況
の
変
化
に
よ
り
、
こ
の
法
律
に
基
づ
く
基
本
計

画
の
変
更
で
は
十
分
に
バ
イ
オ
マ
ス
の
活
用
の
推
進
を
図
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
こ
の
法
律
の
規
定

に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
、
そ
の
改
正
を
含
め
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

三

関
係
行
政
機
関
の
長
は
、
関
係
行
政
機
関
が
バ
イ
オ
マ
ス
活
用
推
進
専
門
家
会
議
を
設
け
る
に
当
た
っ
て
は
、

１

バ
イ
オ
マ
ス
の
活
用
の
一
体
的
な
推
進
を
図
る
た
め
、
バ
イ
オ
マ
ス
活
用
推
進
専
門
家
会
議
の
委
員
を
共
同
し
て
委
嘱



す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

２

バ
イ
オ
マ
ス
の
大
部
分
が
農
山
漁
村
に
由
来
し
、
農
林
水
産
業
及
び
農
山
漁
村
が
バ
イ
オ
マ
ス
の
供
給
に
関
し
極
め
て

重
要
な
役
割
を
担
う
も
の
で
あ
る
こ
と
等
に
か
ん
が
み
、
農
林
水
産
業
を
営
む
者
及
び
農
山
漁
村
の
住
民
の
意
見
が
十

分
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
、
バ
イ
オ
マ
ス
活
用
推
進
専
門
家
会
議
の
委
員
の
人
選
に
当
た
っ
て
配
慮
す
る
も
の
と
す
る
こ

と
。

右
決
議
す
る
。


